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月
　
日（
水
）小
坂
小
学
校

10

15

４
年
生
の
総
合
学
習
の
時
間
に

福
祉
学
習
の
一
環
と
し
て
「
車

い
す
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
福
祉
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

を
学
ん
だ
あ
と
、
車
い
す
の
基

本
的
な
使
い
方
や
声
の
か
け
方

を
確
認
し
、
実
際
に
車
い
す
に

乗
車
し
て
、
動
か
す
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
車
い
す
に

乗
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
が
分

か
っ
た
の
で
、
優
し
く
し
た

い
」「
困
っ
て
い
る
と
き
は
声
を

か
け
て
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
」

と
い
っ
た
思
い
や
り
の
言
葉
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

「ふくしってなんだろう？」の学習をしました。

なかなか進まない時どうしたら進むかな？

ふくしを学ふくしを学ぶぶ ～車いす体験学習　～車いす体験学習～～

お手本を見せます。よく見てください。

車いすに乗る人の気持ちを学びました。



夫
？
」
と
一
言
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
自
分
が
ピ
ン
チ
の
時
に

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
だ
け
で

発
災
時
に
は
大
き
く
違
い
が
出

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
ま
ず

①
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は

ど
こ
に
設
置
す
る
か
を
事
前

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
安
全

な
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
事
。

②
セ
ン
タ
ー
に
来
た
人
が
迷
わ

な
い
よ
う
に
誘
導
し
て
く
れ

る
受
付
け
班

③
困
り
事
を
話
し
易
い
環
境
づ

く
り
や
被
災
地
区
の
把
握
が

必
要
な
ニ
ー
ズ
班

④
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
班

⑤
資
材
の
管
理
や
補
充
を
行
う

資
材
班

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
作
業
時
の

注
意
事
項
や
送
迎
、
資
材
運

搬
す
る
車
輌
班

⑦
デ
ー
タ
や
金
銭
管
理
、
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
調
整
な
ど
多
岐
に

渡
る
総
務
班

　
　
月
９
日（
木
）に
秋
田
県
社

10
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
、
小
坂

町
の
後
援
の
も
と
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
実
施
訓

練
」
を
小
坂
町
交
流
セ
ン
タ
ー

「
セ
パ
ー
ム
」に
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
町
民
の
方
々
、
行
政
職

員
、
社
協
職
員
あ
わ
せ
て
　
名
30

を
超
え
る
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
新
潟
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長

の
李
　仁
鉄
氏
を
む
か
え
、
令
和

６
年
度
に
実
施
し
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
研
修
会
の

内
容
も
踏
ま
え
て
、
近
年
は
県

内
で
も
大
雨
に
よ
る
災
害
が
多

発
し
て
い
る
事
か
ら
、
大
雨
に

よ
る
小
坂
川
氾
濫
を
想
定
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
の
実
践
的
な
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

　
よ
く
災
害
は
平
時
の
つ
な
が

り
が
大
切
と
言
い
ま
す
。
李
先

生
か
ら
は
自
分
か
ら
は
「
助
け

て
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
し
に

く
い
が
、
他
の
人
か
ら
「
大
丈

災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
　
　

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
実
施
訓
練
」

に
分
か
れ
、
各
班
が
セ
ン
タ
ー

長
を
中
心
に
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
訓
練
を
通
し
て
被
災
後

の
復
興
に
向
け
て
社
協
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
々
や
行
政
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

一
助
と
な
り
ま
し
た
。

混み合う受付を想定し混み合う受付を想定してて講師の講師の李李　仁鉄仁鉄　氏氏

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　～
社
会
福
祉
奉
仕
者
・

社
会
福
祉
功
労
賞
受
賞
～

　
　
月
　
日
に
秋
田
市
の
芸
術

10

29

劇
場
ミ
ル
ハ
ス
に
お
い
て
、
秋

田
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
て
長

年
に
渡
り
、
社
会
福
祉
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
方
々
と
社
会
福
祉

施
設
の
職
員
で
功
績
が
顕
著
で

あ
る
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ま
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　社
会
福
祉
奉
仕
者
功
労
賞

一
條
　
志
津
子
　
様

大
森
　
世
希
子
　
様

小
笠
原
　
シ
ゲ
子
　
様

熊
谷
　
し
げ
子
　
様

栗
田
　
博
美
　
様

藤
田
　
幸
子
　
様

山
崎
　
佐
知
子
　
様

社
会
福
祉
功
労
賞

金
澤
　
希
　
様
（
こ
ば
と
会
）

照
井
　
い
づ
み
　
様（
こ
ば
と
会
）

秋田市 芸術劇場ミルハスに秋田市　芸術劇場ミルハスにてて

採
　
用

看
護
師
　
　
　
　
木
村
　
潤
子

（
Ｒ
７
年
　
月
採
用
）
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害

涯

慨

碍

崖崖

崖崖

概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概

お
せ
ち
料
理

お
届
け
し
ま
し
た
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「地域未来牽引企業」認定

認証取得
認証取得

安全に除排雪をするために
　令和８年１月３日（土）から１月11日（日）は「秋田県雪害事故防止週間」となっております。屋根の

雪下ろしや除排雪作業中の事故防止に努めましょう。

　これからの季節は雪が本格的に積もり、除雪作業を行う人が増えてきます。その中でも家屋等に積

もった屋根の雪下ろしの作業で事故や怪我をするケースが多くなります。「除排雪作業は２人以上で」

「除雪機の調整等はエンジンを切ってから」など除雪作業中の事故を防ぐためにも十分な安全対策を心

がけましょう。　

除雪事業のご案内

　小坂町社協では除雪機器の貸出事業として「くらしの安心サポート推進事業」を行っております。地

域の除雪課題解決のために「除雪機」「軽ダンプトラック」を自治会に貸し出します。

機器貸出

くらしの安心サポート推進事業
対象：自治会　※個人への貸出は行っておりません

機器：軽ダンプトラック・除雪機
　　　（使用した分の燃料費は町が負担しますので、自治会の負担はありません）

お問い合わせは　２９－３２２１　金野（こんの）まで

　
お
正
月
を
彩
る
「
お
せ
ち
料

理
」。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

活
用
し
、
民
生
児
童
委
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
準

備
・
配
達
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
　
月
　
日
に
、
町
内

12

31

に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
を

持
っ
た
方
々
へ
、
小
学
校
よ
り

届
い
た
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
と
と
も
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　
お
せ
ち
料
理
は
新
し
い
年
を

迎
え
る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
大

切
な
食
文
化
で
す
。
本
年
も
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
助
け
合
い
倶
楽
部
事
業
で
は

高
齢
の
方
や
障
が
い
を
持
っ
た

方
、
子
育
て
世
帯
な
ど
を
対
象

に
、
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
事
を
地
域
の
方
が
活
動

者
と
な
っ
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

・
町
内
の
店
舗
で
の
買
い
物

・
掃
除
や
調
理

・
受
診
同
行

（
一
緒
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に

　
同
乗
し
、
診
察
付
添
い
）

・
託
児（
だ
ん
ら
ん
に
て
実
施
）

・
手
作
業
で
の
除
排
雪

　
様
々
な
内
容
に
合
わ
せ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
た
地

域
の
活
動
者
が
得
意
な
分
野
で

支
援
で
き
る
よ
う
に
マ
ッ
チ
ン

グ
い
た
し
ま
す
。

　
活
動
し
て
み
た
い
と
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
負
担

　
分
　
　
円
（
除
雪
は
　
円
）

30

80

90

活
動
謝
礼

　
分
　
４
０
０
円

30（
除
雪
は
４
５
０
円
）

担
当
　
地
域
福
祉
班
　
堀
内

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
高
齢

の
方
（
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
世

帯
）
や
障
が
い
を
持
っ
た
方
に

弁
当
を
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
配
達
は
社
協
の
車
輌
を
使
っ

て
、
夕
食
を
週
４
回
（
月
、
水
、

木
、
金
）
で
配
達
し
ま
す
。

配
達：

４
月
～
　
月
11

　
　
　
　
　
時
～
　
時
半

15

16

　
　
　
　
月
～
３
月

12

　
　
　
　
　
時
半
～
　
時
半

14

16

活
動
謝
礼

　
お
よ
そ
１
回
の
活
動
で
満
点

ど
う
も
カ
ー
ド
１
枚

担
当
　
地
域
福
祉
班
　
堀
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
ま
せ
ん
か
？？



害

涯

慨
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崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概

■
香
典
返
し

濁
　
　
川
　
　
中
村
庄
之
助
様

細
　前
　田
　
　
村
木
　
典
生
様

　
　蛍
　　
　
　
府
金
　
　
仁
様

（
総
額

１
２
０
、
０
０
０
円
）

■
一
般
寄
付

小
坂
相
撲
甚
句
会
様

小
坂
町
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
振
興
会
様

小
坂
地
区
更
生
保
護
女
性
会
様

匿
名
　
２
件

　（
総
額

４
４
、
５
６
１
円
）

■
物
品
寄
付

農
事
組
合
法
人

　
北
栄
フ
ァ
ー
ム
様
（
ね
ぎ
）

大
生
手
　
山
田
　
政
子
様

　（
使
い
捨
て
手
袋
　
ほ
か
）

休
平
お
元
気
く
ら
ぶ
様

　（
タ
オ
ル
類
）

　
　（
令
和
７
年
　
月
１
日
～

10

　
　
　
　
　
令
和
７
年
　
月
　
日
受
付
分
）
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　小坂町共同募金委員会　様（グッズ）

　株式会社ジャパン・パックライス秋田　様（パックライス）

　一般財団法人ポケモン・ウィズ・ユー財団　様（じゆう帳・ポケモンシール）

　スターバックスコーヒージャパン株式会社　様（ホリデーギフト）

　東日本フード株式会社　様（ポークソーセージ）

　川口一寿　様（米30㎏）

～ご提供ありがとうございました～

協賛・寄付 （10～12月開催分）

　11月に男性の料理教室を実施しました。みん

なで味噌漬けたんぽを作りました。参加者募集

中です。おまちしております。

担当：29-3221　村木まで

新米をつかったきりたんぽは格別でした。

赤い羽根共同募金
令和７年度　募金中間報告

nekoyanagi

　いつも赤い羽根共同募金運動へご協力くださりあ

りがとうございます。

　令和７年度も皆さまから温かい気持ちがこもった

募金がたくさん寄せられました。この募金は来年度

の活動財源の一部として配分され小坂町社会福祉協

議会、小坂町共同募金委員会が取り組む様々な地域

福祉推進事業へと活用されます。赤い羽根の活用情

報などは今後の事業案内にてお知らせしていきます。

募金額
1,756,944円

※12月22日時点募金内訳
1,346,400円1574件戸別募金

7,806円1件街頭募金
303,100円60件法人募金
13,164円2件学校募金
2,500円2件職域募金
230円1件イベント募金

60,412円7件個人募金
23,332円8件その他

学校募金を届けてくれた生徒会のみなさん


